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ホ

ッ
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厚

生

経

済

皐
の

基

礎

問

題

ー

l
財

政

皐

'¥  

の

出

立

|

|

木

下

夫

手口

「
到
論
」
と
「
宵
践
」
と
の
結
え
さ
ろ
闘
午
は
枇
九
日
日
料
臨
す
の
免
れ
得
ざ
る
運
命
で
あ
ら
う
。
わ
れ
わ
れ
の
科
撃
に
於
け
る
先
人
は

E
ι

資
践
的
性
拍
怖
の
問
題
九
日
ら
出
没
し
そ
の
解
決
を
問
題
の
由
来
す
ろ
針
象
心
理
論
的
認
識
忙
求
む
べ
き
と
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、

来
だ
資
践
的
問
題
と
、
論
理
的
に
そ
れ
に
先
行
す
る
理
論
的
問
題
'
ど
の
方
法
的
分
離
を
行
は
宇
、
理
論
的
問
題

d
解
決
よ
り
し
て
芭

に
、
明
日
論
的
問
題
と
閥
聯
し
そ
の
提
起
の
動
機
た
る
資
践
的
問
題
七
年
一
も
解
決
し
得
る
と
信
じ
た
。
歴
史
皐
派
の
方
法
論
的
闘
心
の
出

登
知
は
こ
L

に
在
っ
た
と
言
へ
ょ
う
。
そ
の
後
メ
ン
ガ
ア
針
シ
ユ
モ
オ
ラ

7
の
「
方
法
論
争
」
及
び
ウ
エ
エ
ハ
?
封
シ
ュ
モ
オ
ヲ

7

U

「
慣
値
判
断
論
争
」
を
始
め
と
し
て
彼
等
の
ヱ
ピ
ゴ
オ
ネ
ン
の
問
に
繰
返
さ
れ
た
論
争
は
、
最
近
の
ナ
チ
ス
淵
品
躍
に
於
け
る
「
政
治
経

地
川

mど
を
め
く
る
新
し
き
が
法
論
争
に
及
び
、
と
の
科
撃
に
於
け
る
「
現
論
」
と
「
賃
践
」
と
の
全
き
調
和
は
ホ
え
に
笠
ま
れ
ね
か
の
視

を
班
(
へ
る
。
而
も
侍
統
的
経
済
理
論
は
屡
々
草
な
る
プ
ロ
ク
ル
ス
テ
ス
の
寝
床
に
探
せ
ち
れ
よ
う
と
す
る
。

狽
議
に
は
肝
け
る
新
し
き
方
法
論
争
が
ヲ
ア

1
の
「
財
政
撃
の
自
己
反
省
L

3
己

E
Z
S
Eロ
四
骨
ニ
り

E
ヨ
ミ
凶
器
ロ
E
r
p
p
)

と
い
ふ
テ

エ
マ
を
プ
ロ
ロ
オ
グ
と
す
る
こ
と
は
我
々
の
特
に
注
目
す
べ
き
事
貨
で
あ
る
。
開
論
と
賓
践
と
の
統
一
を
目
指
す
政
治
経
済
撃
の
主

張
め
揚
と
し
て
財
政
撃
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
今
日
こ
の
撃
が
如
何
に
岡
家
と
経
済
と
の
密
接
怠
る
接
働
の
上
に
椛
築
さ
れ
て
ゐ
る

厚
生
担
満
開
申
白
装
礎
問
題

ーE

五
五

km四
銃

第
五
十
八
巻

Alfred Amonn， Grundzuge der Volk>iwohbtuTluslt:hr巴， Jeua 19:z6， SS. 368-
369 
K. W. Rath， Die Aufgahe einer Selbstbesinnung der F四 anzwissenschnft
Fimmzarchiv， N. F. Bd. 3， H. 1. 1935 
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厚
生
擁
碑
畢
の
鶏
礎
阿
週

第
五
十
凡
魯

主
主五

第
四
班

-h 
四

か
を
一
本
す
も
の
で
あ
ら
う
。
却
ち
財
政
皐
に
は
不
慨
に
岡
市
棋
と
経
済
と
の
こ
契
機
が
稗
在
し
そ
れ
は
複
雑
な
混
滑
の
扶
態
に
あ
っ

ち
山
。
満
治
官
房
皐
汲
の
流
れ
と
芙
怖
古
典
事
沃
の
流
れ
、
己
の
三
大
潮
流
の
封
立
、
い
は
ピ
テ
レ
オ
ロ
ギ
イ
的
考
察
と
因
果
論
的
考

察
と
の
相
刻
・
或
は
ま
た
大
酬
明
後
に
於
け
る
「
租
税
関
家
の
危
機
」
寸
勢
力
か
経
持
法
川
か
」
の
議
論
は
こ
の
聞
の
事
情
主
語
る
も
の
で

あ
る
。
蓋
し
「
岡
家
形
而
上
事
的
た
有
機
慌
的
た
表
象
が
財
政
皐
中
に
入
り
込
み
、
そ
の
表
象
は
イ
ギ
リ
ス
的
影
響
の
基
礎
の
上
に

経
済
的
思
考
の
到
る
所
に
支
配
的
で
あ
っ
た
芭
接
た
自
然
法
的
及
び
功
利
主
義
的
理
念
と
並
存
し
て
ゐ
る
の
b

で
あ
あ
。
」
(
財
政
阜
の
領

域
に
於
い
て
は
少
〈
と
も
ワ
グ
ナ
ア
的
肘
此
捕
が
そ
白
正
統
串
汲
と
見
倣
さ
れ
る
。

苦
し
財
政
の
荷
に
於
い
て
は
政
情
的
勢
力
。
作
用
が
最
も
大
き
〈
肝

謂
鞄
縄
揖
畢
的
肝
寛
げ
か
主
涜
を
な
す
に
至
ら
な
か
っ
た
J

最
近
に
於
け
三
賀
践
的
経
済
撃
の
提
唱
は
多
極
多
川
悼
の
角
度
か
ら
行
は
れ
て
ゐ
る
。
研
究
の
出
議
貼
忙
立
つ
私
は
己
t
A

に
二
つ
の

厚
生
経
済
皐
を
中
心
に
そ
の
寅
践
性
を
吟
味
し

一
に
は
方
法
的
価
低
か
ら
自
ら
主
救
ム
手
掛
り
と
注
し
一
一
に
は
財
政
皐
へ
の
出
立

の
途
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
。
E
L
に
厚
生
経
神
事
と
名
付
け
る
そ
の
一
は
英
国
功
利
主
義
に
育
主
れ
近
代
理
論
的
武
掃
を
擁
す
る

ピ
グ
ウ
の
そ
仏
、
そ
の
一
一
は

H
ツ
ケ
ル
ト

H
メ

Y

ガ
ア
の
方
法
論
の
影
響
の
下
に
立
ち
主
観
皐
汲
を
継
承
す
る
7
モ
y
の
そ
払
で

あ
る
。
雨
者
の
事
問
的
聯
絡
は
詳
に
し
得
由
が
、
前
者
の
特
徴
は
厚
生
の
粧
品
川
理
論
的
某
礎
付
け
に
在
り
、
後
者
の
特
徴
は
そ
の
方

法
論
的
絞
過
に
在
る
。

ピ
グ
ウ
に
よ
れ
ば
伎
は
経
済
皐
の
範
囲
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
厚
生
の
一
部
分
た
る
経
済
的
厚
生

(
2
3
0
E
C
Z
-
F止
を
主
要
問
題

η

〆
ジ
斗
V
リ
ン
グ
ロ
ソ
ド
-
d
ブ

?

Z
イ

と
し
、
経
神
的
厚
生
と
は
犬
略
貨
幣
と
い
ふ
測
度
尺
度
に
閲
聯
し
'
て
賛
ら
さ
る
、
厚
生
部
分
で
あ
る
と
す
み
。

而
し
て
犬
抵
の
揚

合
、
経
済
的
原
因
が
経
済
的
厚
生
に
作
用
す
る
の
は
凶
民
分
配
分

(
E
E巴
虫

空村元一助教授」財政批官串に劉ナる一考察寸鯉梼畢研究参事7践 304頁以下多
国。
Gunn町 Myrdal. Das polith;che Element in der nationalokono皿ischenDok-
trinbildung， Berlin 1932， S. 241 山田雄三敬授邦軍327頁。
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て
立
あ
ヲ
旬
。
而
一
本
国
民
分
配
分
と
は
岡
外
よ
り
得
ら
れ
一
冗
る
所
得
も
勿
論
こ
れ
を
包
含
し
、
貨
幣
に
よ
っ
て
測
定
せ
ら
れ
得
る
と
E

ろ
の
祉
舎
の
客
概
的
所
得
部
分
で
あ
り
、
問
題
の
針
象
を
マ
ア
シ
ヤ
ル
に
倣
っ
て
年
々
生
産
さ
る
t
h

財
乃
至
用
役
売
る
問
民
分
配
分

に
求
め
句
判
。
(
正
確
に
は
国
民
分
間
分
の
大
い
さ
は
年
九
々
の
生
涯
最
か
ら
費
本
捕
境
部
分
を
控
除
せ
る
も
の
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
)
か
く
て
ピ
グ

ウ
は
悶
民
分
配
分
の
犬
小
、
そ
の
分
配
の
均
等
不
均
等
、
そ
の
安
定
の
程
度
の
三
が
経
済
的
厚
生
を
左
京
す
る
要
因
と
考
へ
る
。
進

み
で
ピ
グ
ウ
は
問
調
三
一
つ
の
設
理
に
移
る
。
帥
ち
(
ご
他
白
事
情
均
し
き
限
り
、
国
民
分
配
分
の
犬
い
き
の
増
加
は
経
済
的
厚
生
を

増
大
せ
し
む
る
傾
向
を
有
つ
。

一
般
に
閣
民
分
配
分
を
増
加
す
ベ
雪
原
因
は
仮
令
同
時
に
持
働
の
楠
加
を
慨
す
と
し
て
も
借
金
穏
と

し
て
は
経
済
的
厚
生
を
哨
大
せ
し
め
る
。
(
二
)
他
の
事
情
均
し
雪
限
り
、
園
民
分
配
分
中
貧
者
に
師
婚
す
Z
割
合
の
増
加
は
経
済
的

厚
生
を
増
大
せ
し
む
る
傾
向
を
有
つ
。
ピ
ゲ

F
は
と

L
K
「
効
用
遁
減
法
則
」
を
援
用
し
、
他
の
事
情
均
し
雪
限
り
、
よ
り
大
友
る
所

得
に
よ
り
て
充
足
せ
ら
る
、
最
終
欲
望
の
強
度
は
一
般
に
よ
り
小
た
る
所
得
に
よ
り
て
育
足
せ
ら
Z
L
最
終
欲
笠
の
強
度
よ
り
も
小

で
あ
る
と
ナ
弘
司
(
三
)
他
の
事
情
均
し
き
限
り
、
国
民
分
配
分
の
可
痩
性
の
減
少
は
経
済
的
厚
生
を
増
大
せ
し
む
る
傾
向
を
有
っ
。

却
ち
貧
者

ι腕
f
品
所
得
安
定
の
増
加
は
慢
令
そ
の
反
面
に
宮
者
に
蹄
ず
る
所
得
の
間
程
度
の
不
安
定
の
増
加
を
件
ム
場
合
に
於
い

て
も
、
他
の
事
情
均
し
き
限
り
経
済
的
厚
生

E
増
大
せ
し
め
る
。
更
に
第
一
の
設
却
を
め
ぐ
っ
て
ぜ
グ
ウ
は
生
産
資
源
の
限
界
附
加

号
一
が
或
用
途
又
は
場
所
に
於
い
て
生
産
す
る
物
理
的
友
財
又
は
用
役
の
純
生
産
物
線
開
主
と
し
て
の
枇
品
目
的
限
界
純
生
産
量

(
Z『宅
E】

ヨ2
mニ
ロ
旦
官
3
R宮
内

向

)

と
、
あ
る
用
途
又
は
場
所
に
於
い
て
資
源
の
限
界
附
加
量
が
生
産
す
る
純
生
産
物
巾
資
源
を
己
の
用
途
に
投
下

せ
る
も
の
に
蹄
荷
す
る
部
分
た
る
私
的
限
界
純
生
産
国
一
旦

(
E
Z肉
=
g
-
1
2
Z
3
Z
官
主
主
)
と
の
二
概
念
E
導
入
し
、
国
民
分
配
分

E

最
大
た
ら
し
む
る
資
源
配
分
の
保
件
は
締
て
の
用
途
又
は
場
所
に
於
け
る
生
産
資
源
に
就
い
て
そ
の
社
合
的
限
界
純
生
産
量
の
慣
値

を
均
等
た
ら
し
め
る
乙
と
に
あ
る
と

f
A。
然
し
か
t
A

る
僚
件
を
満
足
す
る
配
分
の
方
法
が
幾
通
り
も
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
各
々

厚
生
担
済
事
の
基
償
問
題

五
五
三

傍
五
十
八
巻

傍
四
雄

七
三五

A. C. Pigou， 
1932• 
A. Amon~ ， op. cit.; V Qlkswirtschaftliche Grundbegriffe und Grundprobleme， 
Jena 1938. 
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厚
生
畑
町
済
同
市
干
の
某
礎
問
題

t
p
五
十
八
巻

主
主
四

第
四
説

七
六

の
州
場
合
に
於
け
弓
同
氏
分
配
分
の
犬
い
さ
は
相
針
的
根
大
似
を
と
る
に
過
ぎ
中
、
加
之
あ
ら
ゆ
る
相
制
的
制
大
位
白
状
置
は
根
大
他

た
ら
ざ
る
位
置
よ
り
も
必
や
し
も
大
な
る
分
配
分
を
保
殺
す
る
と
は
限
ら
ぬ
。
従
っ
て
絶
針
的
最
大
怖
を
慣
す
配
分
に
類
似
す
る
配

分
心
或
十
刀
法
は
、
保
令
そ
れ
自
身
で
は
恒
値
均
等
の
要
求
を
満
足
し
得
む
も
の
で
あ
っ
て
も
白
川
よ
り
劣
等
た
る
相
針
的
制
犬
値
を
鷲

ナ
配
分
の
方
法
よ
り
も
大
た
る
凶
足
分
配
分
を
怠
味
す
る
と
と
が
あ
ら
う
d

従
っ
て
仮
令
枇
曾
的
限
界
純
生
注
HV
の
恨
値
が
綿
ナ
一
の

肝
ん
よ
を
油
巳
て
均
等
な
ろ
場
合
に
於
い
て
も
剛
氏
分
配
分
の
大
い
さ
を
榊
加
し
従
つ
で
経
抑
的
厚
生
を
琳
加
せ
し
む
る
鴬
に
岡
家
の

的
械
的
保
護
、
補
助
金
政
策
の
如
昔
前
到
の
認
め
ら
る
L
係
地
が
あ
る
。
他
方
私
的
限
界
純
生
産
主
の
問
題
は
刺
合
的
限
界
純
生
産
一

最
と
の
雌
反
に
閲
し
て
い
、
あ
る
。
利
己
心
の
悶
巾
在
る
所
勤

2
2
1
4
。『活
-
2
2
R
3
4
は
穣
々
の
事
情
に
妨
守
さ
れ
ぬ
隈
ゎ
各
川

立
に
於
け
る
牧
九
社
率
を
均
等
た
ら
し
め
る
様
に
そ
の
'
資
源
号
一
分
配
す
る
こ
と
に
友
る
。
そ
と
で
偲
り
に
私
的
限
界
純
生
産
量
と
枇
合

的
限
界
純
生
時
HE
と
が
綿
て
の
用
冷
に
於
い
で
相
一
致
十
る
と
す
れ
ば
、
利
己
心
の
自
由
友
る
荊
動
は
閣
民
分
配
分
従
っ
て
経
桝
的

厚
生
山
犬
い
さ
を
或
る
一
の
概
大
値
に
導
く
に
相
違
た
い
。
然
し
二
つ
の
慣
純
白
牒
反
す
る
揚
合
は
利
己
、
む
の
白
附
た
る
所
勤
は
悶

応
分
配
分
を
最
大
た
ら
し
め
な
い
。
と
k

に
利
己
心
の
白
山
在
る
活
動
へ
の
干
渉
が
必
要
と
在
る
。
か
〈
て
ピ
グ
ウ
は
枇
合
的
及
び

私
的
限
界
純
生
市
町
荒
の
阿
川
他
の
離
反
を
車
純
自
由
競
年
L

m
判
占
欣
態
と
の
雨
つ
の
場
合
に
分
っ
て
考
察
し
て
ゐ
る
。
進
み
て
第
二
の

設
珂
主
め
〈
呂
問
題
は
岡
氏
分
配
分
の
分
配
に
闘
す
る
。
第
二
の
設
理
は
分
配
の
均
等
化
が
粧
品
川
的
厚
生
を
増
大
せ
し
め
る
己
と
を

一
市
ナ
さ
と
の
内
容
は
第
一
.
の
そ
れ
と
必
中
し
も
矛
盾
せ
ぬ
と
は
言
へ
ぬ
。
以
上
筒
早
に
ピ
一
グ
ウ
心
方
法
を
辿
る
左
ら
ぽ
、
こ
の
問
題

の
併
決
は
凶
民
分
配
分
増
加
心
開
国
と
し
て
の
資
本
供
給
増
加
及
び
持
倒
供
給
増
加
、
或
は
生
育
方
法
に
於
行
る
夜
明
改
良
心
各
々

の
場
合
に
就
き
そ
の
矛
盾
、
調
和
の
吟
味
が
た
さ
れ
る
。
更
に
判
官
銀
引
上
政
策
。
川
到
来
制
常
制
等
の
揚
合
に
於
け
る
吟
味
に
及

rJ
、
常
者
よ
り
者
一
者
へ
の
巨
接
的
所
得
移
押
に
就
い
て
は
、
一
品
J4
刊
よ
り
の
移
仰
の
玲
想
、
金
者
へ
の
移
仰
の
殻
想
、
及
び
官
者
よ
り

Pigou， Economjcs of 、iVe!fare.2nd ed. p. 1。
Pigou， op. eit.， p. II ‘ 
PigOll， op. Clt.， p. 3.1.; A. Marshal1， Principles of Economic5， London 1938， 
p. 80 
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沼

賞
者
へ
の
移
憾
の
ま
う
一
二
つ
の
場
合
が
夫
々
岡
氏
分
配
分
に
及
す
作
用
主
吟
味
す
る
。
雪
万
設
理
は
図
民
分
配
分
の
安
定
と
経

別

枠
的
厚
生
と
の
聞
係
で
あ
る
が
、
ピ
ダ
ウ
は
彼
の
景
気
取
論
ゆ
立
場
よ
り
す
る
景
気
安
定
政
策
と
の
関
聯
に
於
い
て
考
察
す
る
。

プ
レ
叩
ヘ
タ
明
プ
シ
ヨ
ン

ピ
グ
ウ
の
厚
生
経
済
準
は
デ
ュ
ピ
イ
、
ワ
ル
ラ
ス
、
マ
ア
シ
ヤ
ル
及
び
エ

y

チ
ワ

7
ス
等
が
放
刑
四
時
論
の
中
に
'
経
済
政
策
の
指
令

に
封
ず
る
州
問
た
ろ
北
川
砲
を
見
出
さ
ん
と
し
た
仰
統
を
承
け
て
展
開
さ
れ
た
。

そ
れ
は
枇
命
的
所
得
の
資
質
的
情
位
を
最
大
た
ら
し

め
る
と
い
ふ
注
目
h
ら
そ
の
指
令
乃
互
応
方
令
一
導
い
て
ゐ
る
。
か

L
A
Z
資
質
的
問
山
他
に
到
達
す
る
岱
に
は
生
産
さ
れ
七
日
諸
穫
の
商
品

の
置
が
一
定
の
阿
川
栴
系
列
に
よ
っ
一
一
測
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
賓
際
に
活
持
さ
れ
た
閃
併
は
現
賓
の
川
市
態
に
於
げ
る
市
揚
を
支

m
fる
も
の
で
あ
る
。

亡
の
議
論
は
三
つ
の
悶
燥
を
旋
す
る
。

一
般
に
経
作
的
回
生
と
一
枇
合
的
厚
生
と
の
直
接
的
相
関
空
認
容
す
る
最
初
の
間
務
制
に
閉
す
る
。

思
三
個
人
に
上
り
彼
等
の
官
か
ら
得
ら
る
L
満
足
(
技
用
)
の
比
較
吋
棺
性
に
閥
ず
る
。

思
阪
由
叫
に
一
一
日
へ
ば
段
大
化
さ
れ
る
量
は
社
合
的
分
配
分
に
於
い
て
種
々
の
商
品
よ
り
得
ら
る
L
-消
費
者
絵
刺
の
一
線
計
で
あ
る

が
、
そ
の
取
扱
不
慌
の
一
局
分
配
分
の
資
質
的
限
値
に
よ
り
て
世
換
へ
ら
石
弘
知
陀
闘
す
ふ
o

) 

第
一
山
知
に
就
き
ピ
グ
ウ
は
そ
の
著
の
第
一
本
に
於
い
て
詳
細
に
論
じ
、
種
々
の
資
例
を
泉
げ
て
続
、
併
的
厚
生
に
作
用
す
る
経
済

的
以
川
山
が
リ
叫
ん
げ
的
乃
至
一
般
的
厚
生
に
針
し
て
異
る
作
川
を
興
へ
る
事
寅
を
認
め
る
け
れ
ど
も
、
大
慨
に
於
い
て
と
の
雨
者
は
平
行

ず
弓
と
と
を
認
め
ろ
ョ

い
は
ビ
ピ
グ
ウ
に
於
い
て
は
経
済
政
策
的
判
断
は
枇
合
的
政
治
的
勢
力
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
考
察
さ
れ

て
ゐ
る
。
か
i
A

弓
式
み
は
ハ
ロ
ヴ
ド
の
指
摘
す
る
様
に
高
度
に
訓
練
さ
れ
た
粧
品
川
曲
学
者
(
】
ロ
旦
巴

W
E
E
n
-
2
3
s
Z
の
み
が
能
く
す

『

9

し一こ広ソでムの』いリャコ。

ハ
ロ
ッ
ド
に
上
れ
ば
仰
統
的
経
消
息
の
純
粋
理
論
は
、
第
一
に
悦
値
及
び
分
配
の
現
論
、
換
壬
=
円
せ
ば
如
何
に

厚
生
融
持
唱
の
某
礎
問
題

五
五
五

帯
四
揖

七
七

保
亘
十
八
巻

Pigou， op. cit.， p. 36. II) Pigou， np. cit.， p. 40. 
Pigoll. op. cit.， P. 75. 13.) Pigoll~ op. cit.， p. 79 
Pigou， op. cit.， p. 120. IS) Pigou~ Op. cit.， p. 125 
中山伊知郎博士ι厚生経済皐寸61頁空襲!開。 17) Pigou， op. cit.， p. 633 
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岡
県
生
開
桝
串
の
某
碇
問
題

第
五
十
八
巻

五
五
六

第
四
班

七
J1、

ー

し
て
広
一
礎
的
興
件
印
ち
個
人
の
選
揮
及
び
能
力
と
使
用
可
能
の
資
源
と
が
生
産
物
と
慣
格
と
白
機
構
を
決
定
す
る
か
と
い
ふ
現
象
の

縫
超
に
閥
寸
る
一
般
的
法
則
、
因
果
法
則
を
這
水
ナ
る
も
り
と
、
第
二
に
粧
台
的
限
界
純
生
理
量
白
均
等
を
質
す
如
〈
生
産
的
資
源

オ
争
ユ
ペ
イ
シ
賓
ン

V
争
シ
J

自

?

?

切

手

イ

カ

ル

マ

y
ヲ

を
種
々
の
仕
事
に
分
配
す
べ
し
と
い
ふ
命
題
と
に
匝
分
せ
ら
れ
、
現
貨
に
封
す
る
プ
レ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
は
第
一
白
分
析
表
白
基
礎

の
上
に
奥
へ
ら
れ
た
ア
レ
ス
ク
リ
デ
シ
ヨ

Y
D
性
質
と
構
成
と
を
取
扱
ム
第
一
一
の
も
の
に
基
礎
付
け
ら
れ
る
叫
ハ
ロ
ァ
ド
は
経
済
皐

?
o
F
dリ
?
d
q
ス

者
の
忠
告
は
経
済
南
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
そ
の
震
に
は
「
あ
る
人
が
財
(
用
役
一
文
上
り
も

Y
E選
ぶ
と
し
た
と
き
に
は
さ
う
さ
せ
る

却

の
が
経
済
的
に
見
て
よ
り
よ
い
」
と
い
ふ
要
求
を
以
て
ず
る
経
済
的
概
識
す

E
g
g
E
0
2
5
5
)
が
必
要
た
傑
件
だ
と
い
ふ
。
か
く
て

経
済
皐
者
は
彼
D
個
人
的
選
揮
の
標
識
を
作
成
す
る
資
格
が
あ
る
。
あ
る
こ
と
を
達
成
す
る
方
途
は
無
限
に
る
る
が
、
自
ら
D
標
識

あ
る
が
故
に
晦
'
限
の
多
様
性
の
中
か
ら
選
揮
し
得
る
。

ロ
ピ
ン
ス
の
考
へ
も
ハ
ロ
ッ
ド
り
そ
れ
忙
近
い
。
経
済
率
的
命
題
は
存
在
に

ヒ
ユ
ク
マ
シ
・
ピ
ヘ
，
a
ヴ
イ
ア

閲
す
る
も
の
で
常
時
岬
は
そ
の
領
域
外
に
在
る
。
経
済
事
は
多
様
の
目
的
と
稀
砂
的
諸
手
段
と
の
選
揮
的
閥
係
と
し
て
の
人
間
行
潟
を

研
究
封
象
と
す
み

JV

経
済
皐
は
畑
地
揮
に
直
面
す
る
我
々
が
何
を
法
ぴ
つ
L
あ
る
か
の
意
味
を
認
識
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
選
揮

の
合
理
性
を
示
ず
。
蓋
し
ピ
グ
ウ
は
経
済
的
厚
生
と
枇
合
的
厚
生
E
R
D

矛
盾
街
突
を
認
め
っ
と
川
も
経
済
的
厚
生
の
増
大
を
い
は
Y

興
へ
ら
れ
た
最
高
目
的
と
し
て
前
提
す
る
た
め
に
雨
者
の
平
行
主
認
め
て
出
張
し
た
。
従
っ
て
波
に
於
い
て
は
所
謂
経
済
的
秩
序
白

解
明
と
経
済
的
利
徒
の
要
求
、
い
は
Y
存
在
と
営
震
と
の
随
分
は
陵
昧
と
左
っ
て
ゐ
る
。
印
ち
彼
に
よ
っ
て
設
定
せ
ら
れ
た
経
済
的

厚
生
の
増
大
は
秩
序
白
上
で
の
経
済
的
友
も
の
と
し
て
分
析
の
針
象
と
な
る
べ
き
で
あ
h

町、

一
般
的
枇
命
的
厚
生
の
問
題
は
経
済
畢

的
判
断
の
領
域
外
に
在
る
。

第
二
の
割
に
就
き
ピ
グ
ウ
は
「
殺
用
活
減
法
則
」
を
夜
用
し
岡
民
分
配
分
中
貧
者
に
帥
策
す
る
割
合
の
増
加
は
経
消
的
厚
生
を
増
大

寸
し
む
る
傾
向
を
有
っ
と
し
、
分
配
の
均
等
化
を
提
起
し
た
匂
こ
の
黙
の
吟
味
は
個
人
聞
の
放
用
比
較

(
E
q官
g
E
-
S
E官
5
2

Pigou， op. cit.， pp. 639-65:1. .19) Pi~ou， op. cit.， pp. .652-=?56 
Pigou. op. cit.， pp. 657-661. 21) Pigou， Op. cit.， p. ~5~ ff 
Pigou， Op・cit.，p. 677伍 23) Pigou， op. cit.， p. 698 ff 
ζ田部分は第二阪では圭〈酷去せられ Thetheory of une皿 ployment，I933 
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回
ピ
ン
ス
、
カ
ル
ド
ア
、
メ
ル
ヴ
イ
ル
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
諸
事
者
に
よ
っ
て
議
論
せ
ら
れ
た
。

ハ
ロ
ッ
ド
は
一
言
ム
「
あ
る
人
の
損
央
を
一
般
の
利
益
と
比
較
す
る
に
は
各
個
人
が
或
意
味
に
於
い
て
平
等
と
し
て
取
扱
は
れ
る
限
り

に
於
い
て
ピ

b
A。
」
「
異
る
個
人
に
射
す
る
殻
用
の
比
較
不
能
が
股
密
に
押
進
め
ら
れ
る
た
ら
ぽ
、
厚
生
経
済
摩
波
の
プ
レ
ス
ク
リ

問

ポ

9
2
T
イ
ガ
ル
カ
N

キ
ユ
レ
イ
シ
ヨ

ν

プ
シ
ヨ

V

の
み
た
ら
や
締
て
の
プ
レ
ス
ク
リ
プ
シ
ヨ
ン
は
不
能
と
左
ら
う
。
L

と
。
ロ
ピ
Y

ス
は
政
策
的
計
委
を
た
ず
揚
合
に
は
人
々

「吋

を
平
等
と
見
倣
す
べ
し
と
し
、
か
も
A

る
平
等
の
満
足
能
力
の
前
提
は
外
部
よ
り
来
た

(
E
Z
す
自
ozgEn)i
も
の
で
そ
白
』

Z
E
E
C
-

猶

は
科
鳳
ナ
的
と
い
ふ
よ
り
寧
ろ
倫
理
的
で
あ
る
と
し
平
等
の
前
提
を
設
定
す
る
の
は
誼
営
で
あ
り
そ
の
意
義
は
経
桝
撃
者
の
技
術
の
助

け
に
上
っ
て
探
究
せ
ら
る
べ
し
と
の
議
論
に
同
意
す
弘

JV

カ
ル
ド
ア
は
ピ
グ
ウ
の
厚
生
経
済
皐
が
生
産
陀
関
す
る
も
の
と
分
配
に
閲

。
ご
z
E
W
)
の
問
題
と
し
て
ハ
ロ
ッ
ド
、

ず
る
も
の
と
に
二
分
し
た
方
法
を
借
り
、
生
産
面
に
於
い
て
は
密
桝
患
者
は
静
岡
た
る
基
礎
K
立
つ
。
各
個
人
は
一

mm
よ
り
も
E
2
0

を
採
り
、
よ
り
大
左
右
満
足
を
選
出
と
い
ム
経
桝
壊
の
基
本
的
要
請
が
認
容
さ
れ
る
た
ら
ぽ
彼
の
一
プ
レ
ズ
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
曲
学
問
的

地
位
は
確
固
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
分
析
面
に
於
い
て
は
経
神
事
者
は
全
く
プ
レ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
に
関
係
す
ぺ
き
で
左
〈
、
或
る

政
策
的
目
的
を
途
行
ず
る
種
々
の
方
法
白
相
針
的
利
害
に
の
み
闘
は
る
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し
所
得
H

分
配
の
如
何
た
る
特
殊
的
形
態

が
枇
曾
的
厚
生
を
最
大
化
す
る
か
と
い
ふ
と
と
を
経
済
的
基
礎
に
よ
っ
て
決
定
f
る
己
と
は
全
〈
不
可
能
で
あ
る
か
ら
。
若
し
等
し

き
満
足
能
力
の
要
請
が
標
識
と
し
て
採
ら
れ
る
左
ら
ぽ
v

完
全
友
る
平
等
の
あ
る
と
E
ろ
必
然
的
に
厚
生
は
最
大
と
い
ふ
結
論
忙
友

ら
ざ
る
を
得
白
日
メ
ル
ヴ
イ
ル
は
或
る
穫
の
平
等
の
要
請
を
仮
定
せ
や
と
も
所
得
。
再
分
配
を
匂
合
ず
る
政
策
に
就
い
て
白
プ
レ
ス

"
 

ク
リ
プ
シ
ョ

Y
E
m
(
へ
得
る
と
言
ふ
。
カ
ル
ド
?
の
生
市
町
面
、
分
配
而
の
考
へ
方
に
は
雨
者
の
某
底
的
開
聯
を
逸
し
た
賭
に
異
論
が

あ
る
と
し
て
も
、

ハ
ロ
ッ
ド
、

ロ
ビ
ン
ス
は
何
れ
も
所
得
の
分
配
陀
闘
す
右
政
策
的
判
断
を
行
ふ
揚
合
忙
の
み
平
等
の
前
提
を
認
め

ん
と
す
る
。

厚
生
担
問
曜
の
某
礎
問
題

俸
四
競

七
ブL

係
五
十
八
巻

主
主
七

中に所論の一部分が見回される。
J. R. Hicks，“Foundations of Welfare EconomicsぺEconomicJournal， Dec 
I939. pp. 697-698. 
R. F. H町 rod，“Scopeand Method of E~onomics"~ K j.， Sept. 1938， p 

25) 

26) 



厚
生
結
前
川
市
干
の
活
躍
問
題

第
五
十
八
番

五
宝
凡

第
四
掠

l¥ 
O 

か
/
て
個
へ
間
心
満
足
比
絞
の
問
置
は
ヒ
吋
ク
ス
に
よ
る
新
な
ろ
分
析
を
桐
げ
る
に
烹
っ
た
。
バ
レ
ー
の
指
摘
せ
る
如
く
経
済
塾
白

問
題
は
「
晴
好
」
L
」
「
障
碍
」
?
と
の
相
反
に
あ
り
、
各
個
人
は
満
足
の
陣
碍
を
考
慮
し
て
自
己
の
晴
好
を
能
ム
股
旬
満
足
せ
し
め
ん
と
す

る
。
枇
ん
吋
川
全
酬
悶
を
眺
め
る
と
障
碍
と
は
技
術
的
り
そ
れ
、
即
ち
使
用
可
能
の
社
蔭
力
の
託
的
制
限
及
び
之
の
生
産
力
が
生
ぜ
し
む
る

生
荷
量
の
技
術
的
制
限
で
あ
る
。
個
々
人
主
眺
め
る
と
彼
の
欲
求
心
満
足
を
妨
げ
石
陣
碍
は
技
術
的
の
そ
れ
詐
り
で
友
く
他
の
ひ
と

び
と
の
欲
求
或
は
噌
好
で
も
あ
る
。

カミ

彼
が
現
在
の
批
態
上
り

rく
な
り
件
な
い
の
は
総
生
産
主
が
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
故
で
も
あ
る

圭
た
全
生
産
量
中
そ
れ
丈
の
呈
が
彼
以
外
の
人
に
よ
っ
て
自
由
に
随
分
さ
れ
る
放
で
も
あ
る
。

か
く
て
祉
合
会
協
に
於
い

τ

は
、
満
込
の
唯
一
の
附
碍
は
物
浬
的
資
源
主
の
制
限
及
び
こ
の
資
源
よ
り
何
ら
る
L
生
産
円
で
の
制
限
で
あ
る
。
然
し
個
人
に
於
い
て

は
、
他
の
ひ
と
び
と
り
欲
求
が
彼
の
欲
求
満
足
主
制
限
す
る
障
碍
の
中
に
数
へ
ら
れ
ね
ば
た
ら
ね
。
彼
の
地
位
改
善
の
方
法
に
は
他

人
の
満
足
を
傷
ふ
も
の
も
あ
り
、
然
ら
ざ
る
も
の
も
あ
る
。
或
る
ひ
と
び
と
の
欣
態
を
よ
く
し
、
他
の
ひ
と
び
と
白
紙
態
を
悪
〈
す

ソ

Lr
シ
布
ル
ザ
ー
ヂ

f
司
、
?
?
タ
シ
ヨ

y

弓
川
ぷ
日
の
万
策
は
、
異
る
個
人
の
満
足
を
共
通
の
日
八
度
に
也
す
手
段
が
左
い
限
り
枇
合
的
満
足
の
榊
大
を
必
然
的
に
合
む
と
は
い
へ

主
た
そ
の
様
な
港
一
冗
む
た
め
の
明
確
な
千
段
は
な
い
と
忠
は
れ
る
。
然
し
他
を
傷
ふ
こ
と
友
く
若
干
の
ひ
と
び
与
を
有
利
な
ら

，':l 
3 

し
め
る
後
者
の
方
策
は
他
の
範
時
に
属
す
る
。
如
何
左
右
見
地
よ
り
す
る
も
、
そ
れ
は
経
消
的
厚
生
の
増
大
或
は
欲
求
湖
足
の
手
段

と
し
て
の
経
桝
秩
序
の
殺
翠
の
増
大
、
即
ち
秩
序
自
位
の
殺
率
の
増
大
を
明
示
す
る
。
経
消
的
秩
序
の

J
Z
E
Z
E

。aE
M
m
E
5
3
に

閥
し
亡
は
一
個
の
み
を
事
「
る
と
と
は
出
来
ぬ
。
可
能
的
オ
プ
テ
ィ
マ
ム
は
幅
放
に
存
ず
る

9

然
し
夫
等
は
枇
合
的
宮
の
分
配
の
差

異
に
よ
っ
て
同
別
せ
ら
れ
る
。
と
は
い
へ
我
々
は
特
殊
の
組
識
が
オ
プ
テ
イ
マ
ム
で
あ
る
鴻
に
者
足
さ
る
べ
き
傑
件
を
設
定

ι得

る
a

か
く
て
一
の
寅
際
の
組
織
が
オ
プ
テ
イ
マ
ム
在
り
や
否
や
を
捻
じ
得
る
の
で
あ
る

J

引
退
み
て
ヒ
ツ
ク
ス
は
間
際
分
業
の
理
論
に

北
川
き
無
差
別
総
の
利
用
に
移
る
。

397. 27) Hanud， op， c~t" d. 386伐

Harrod， op. cit.， p. 389- 29) Harrod， op; cl.t.， p. 3g1 
L. RoLLill;， An Ë55~y on the Nature and Significance of 下~conomic Science， 
LC!ndon 1932， p. 4正安井助重量民自紹介あれ経済事論集第3巻第6蹴。
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(
一
)
二
個
白
商
品
の
惜
給
計
雨
つ
一
白
地
域
恥
ら
行
は
れ
各
地
埼
は
各
向
口
問
を
生
躍
す
る
と
す
る
。
士
一
)
各
地
域
に
於
い
て
商
品
は
報
酬
遅
悼
の
下
に
生

直
さ
れ
地
域
間
的
生
産
基
素
の
移
動
は
不
可
能
と
す
る
。
知
る
と
き
各
地
域
の
生
産
の
技
情
的
可
能
性
は
代
用
山
組

(
E
F
E
E
t
3
2
2
0
)
に
よ
っ
て
示

日

れ
さ

h
。
こ
の
叫
線

k
の
各
貼
白
山
間
関
標
は
一
山
崎
の
定
出
圭
一
一
小
し
そ
和
に
腔
ず
る
縫
仲
慨
は
第
一
の
仙
川
町
生
市
と
一
刷
立
す
る
第
二
の
財
り
生
産
の
最
大

吐
を
示
ナ
o
A
次
世
B
は
雨
地
域
内
代
川
内
線
を
示
ナ
。
(
ヒ
フ
ク
ス
の
岡
示
は
印
刷
の
関
係
上
こ

L

に
は
行
略
す
る
。
)
前
提
せ
ら
れ
た
報
酬
週
悼
の
下

に
於
い
て
は
持
問
川
山
線
は
匝
貼
O
及押印
0

に
賞
し
て
夫
々
凹
形
で
あ
ら
う
。
隔
地
峡
で
生
躍
さ
れ
た
財
の
肢
が

9
2・同
V
H
A

及
刊
日
。
P
宮
な
る
場
ム
甘
か

ら
出
廷
ナ
る
と
、
雨
地
域
を
併
せ
て
考
へ
る
な
ら
ば
ニ
向
品
目
一
生
成
哉
の
穂
計
は

O
Z
+
E
M
E
4
+同
玉
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
告
計
量
は
傍
三
回
闘
に
費
か
れ

6
 

る
。
然
し
一
見
に
有
利
な
視
骨
法
は
抽
を
平
行
に
惇
ち
つ
ゐ
一
円
山
総
を
他
の
上
に
宜
ね
る
方
法
己
あ
る
。
曲
線
B
は
控
に
さ
れ
て
か
ら
重
ね
ら
れ
る
。
か

〈
で
そ
れ
は
生
産
さ
れ
た
組
抗
を
示
す
と
と
ろ
の

A
柚
に
闘
す
る
日
の
出
町
棋
と
な
る
ロ
斯
悌
舶
に
逝
位
し
た
こ
と
は
決
定
的
に
有
利
で
あ
る
。
そ
れ
は
直
に

地
時
河
内
生
産
円
分
配
が
オ
フ
テ
イ
マ
ム
た
る
伐
に
は
如
何
な
る
峠
件
が
充
さ
る
べ
き
か
を
示
す
か
ら
。
若
し
図
形
を
重
ね
た
と
き
に
曲
線
が
交
叉
す
る

な
ら
ば
生
産
の
再
組
地
に
よ
ワ
で
南
生
産
物
の
生
虚
高
は
噌
加
せ
し
め
ら
れ
よ
う
。
。
M
V
Z
5
2
E
。『

mEMm口
同
志
ロ
が
賀
現
さ
れ
る
の
は
曲
棉
が
切
ナ
る
・
と
き

に
於
い
て
の
み
で
あ
る
。
二
曲
線
が
切
す
る
t
p
一
き
に
は
夫
等
の
勾
配
は
等
し
い
。
而
し
て
代
用
曲
離
の
勾
配
は
南
生
産
物
の
限
界
費
用
の
比
車
を
衰
は

ず
。
こ
り
陣
件
が
兎
た
さ
れ
阻
場
合
に
は
そ
の
位
世
は
オ
プ
テ
イ
マ
ム
で
は
な
い
ロ
何
と
な
れ
ば
国
間
品
円
生
時
は
週
前
市
再
組
織
に
よ
っ
て
噌
加
せ
ら

れ

得

る

か

ら

。

・

全
〈
同
慌
の
構
成
が
二
個
人
閣
の
交
換
円
場
骨
に
も
適
用
さ

ιる
。
こ
L

に
ま
た
代
用
曲
線
乃
至
無
差
別
曲
線
(
百

p
r
F同
2
2
E
2
0
)
を
構
成
し
て
特

定
例
人
を
同
問
何
度
に
満
足
せ
し
む
る
ニ
向
品
の
積
々
な
る
坑
を
示
し
得
る
。
彼

m
選
持
円
あ
ら
ゆ
る
度
盛
は
か
と
。
一
輔
の
曲
線
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

さ
て
若
し

α
な
る
倒
人
が
同
吐
る
例
人
と
財
を
交
換
し
て
彼
の
皮
盛
の
上
白
一
の
杭
間
h
ら
仙
の
悦
也
へ
動
い
た
と
す
れ
ば

α
の
捌
き
の
線
て
は
反
調
方

向
に
於
げ
る

S
の
到
さ
を
意
味
す
る
。
そ
の
時
我
々
は

S
D
無
差
別
間

(
E
a
2
5
2
3
2
ヨ
』
》
)
を

a
の
そ
れ
と
同
一
の
岡
の
上
に
者
〈
と
と
が
出
来
る
。

更
に
雨
つ
の
晦
一
元
別
山
線
が
交
叉
す
る
場
合
に
は
そ
の
枕
世
は
す
プ
テ
イ
マ
ム
た
り
得
由
。
何
と
な
れ
ば
一
方
は
選
樟
的
佐
世
に
到
達
せ
る
に
も
不
拘
、

他
は
未
だ
従
来
。
需
主
川
崎
海
上
に
止
る
こ
と
が
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
旬
ち
他
方
出
不
利
で
な
〈
と
も
一
方
が
有
利
ー
と
な
る
と
・
と
が
あ
り
得
る
白
で

あ
り
、
従
っ
て
そ
り
仲
位
は
オ
プ
テ
イ
マ
ム
で
は
な
い
。
情
緒
げ
か
切
す
る
と
き
、
印
ち
一
商
品
の
限
界
放
川
の
比
串
が
立
方
に
等
し
き
と
き
に
の
み
オ

T

一

判

伺

テ
イ
マ
ム
と
な
る
。
か
〈
て
ヒ
ツ
ク
ス
は
三
つ
の
樺
件
を
設
定
す
る
ロ
そ
白
一
は
限
界
臨
件
(
自
司
肉
』
コ
止
の
己
ロ
仏

EHOE)
で
二
向
品
の
限
界
代
用
車
(
同
621

古

5
-
z
z
t
E
Z
Z三
呂
田
】
)
は
4
1
盟
申
担
神
に
於
い
て
{
夫
事
向
品
目
何
れ
を
も
消
費
す
る
〉
総
て
の
個
人
に
同
一
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
ヒ
傑
件
は

生
産
要
素
と
生
産
噛
と
の
問
比
び
生
産
要
素
間
同
も
保
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
こ
は
安
定
保
件
(
三
己
主

F
H
S
E
E
S
U
)
ぞ
設
定
さ
れ
た
位
置
が
一

厚
生
鯉
済
問
唱
の
基
礎
問
題

等
五
十
八
巻

五
五
九

骨
回
世

f¥、

山田堆三教段L厚生経済畢の基礎前提「一橋論議第7巻第4披76頁、中山伊知郎
博士」鳴争経済自理論寸官事3章第2節参照。
Pigou， Welfare， _p. 79. 33) Harrod， op. cit.， p. 3y6 
Harrod， op. cit.， p. 397 山田教授前掲論文79且参照。
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厚
生
組
憐
闘
争
O

某
礎
問
題

第
五
十
八
巻

主
穴

O

第
四
披

"、

の
最
大
満
足
た
る
こ
と
を
確
揮
す
る
こ
と
。
そ
の
一
一
一
は
長
但
惜
件
(
互
包

S
E
E
Eヨ
)
で
あ
り
そ
れ
が
一
の
生
産
的
単
位
に
於
け
る
左
消
費
的
車
位
に

イ
ム
プ
ル
ウ
ヴ
バ
シ
ト

於
げ
る
と
或
は
一
般
的
た
る
止
を
不
問
、
或
る
一
商
品
の
生
産
乃
至
消
費
を
完
全
に
抱
棄
す
る
と
と
に
よ
っ
て
何
等
の
改
善
を
も
衝
‘
り
さ
れ
ぬ
乙
と
及
び

生
産
或
は
消
費
さ
れ
得
た
け
乱
ど
も
部
分
的
に
も
一
般
的
に
も
重
要
な
位
置
に
於
い
て
生
産
或
は
消
費
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
新
商
品
主
導
入
す
る
己
主
に

よ
っ
て
何
等
m
改
善
も
粛
ら
さ
れ
ぬ
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
凶

郎
ち
ヒ
ヅ
ク
ス
に
於
い
て
は
園
際
分
業
の
理
論
を
A
-
B
雨
地
域
に
於
け
る
二
つ
の
代
用
曲
線
に
沼
ひ
、
二
商
品
の
限
界
費
用
D

比
率
が
双
方
に
等
し
き
到
に
於
い
て
生
産
の
組
合
は
せ
を
行
へ
ば
、
そ
れ
は
オ
プ
テ
イ
マ
ム
の
位
置
で
あ
み
と
解
し
、
こ
れ
を
一
一
個

人
の
場
合
に
適
用
し
て
二
商
品
の
限
界
殻
用
の
比
率
が
雨
者
に
等
し
昔
話
に
於
い
て
個
人
的
技
用
の
組
合
せ
を
行
へ
ば
モ
れ
は
オ
プ

テ
ィ
マ
ム
の
位
置
で
あ
る
と
し
た
。
従
っ
て
伎
に
よ
れ
ば
個
人
的
厚
生
は
一
般
に
諸
財
の
放
用
に
閲
ず
る
無
差
別
曲
線
に
よ
っ
て
表

示
せ
ら
れ
、

己
の
曲
線
の
上
で
個
人
的
厚
生
間
の
矛
盾
た
雪
組
合
せ
を
巧
へ
限
界
、
安
定
及
び
全
般
の
三
傑
件
を
見
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
祉
命
的
技
用
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
ピ
グ
カ
以
下
の
諸
論
者
よ
り
も
旺
接
且
積
鋭
的
に
オ
デ
テ
ィ
マ
ム
の
精
荷
註
分
析
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
個
人
聞
の
放
用
比
較
の
問
題
は
消
費
者
の
一
義
的
左
選
探
行
偽
に
開
ず
る
純
粋
理
論
と
し
て
認
に
近
代
理

論
的
解
決
を
得
た

3

然
し
困
難
は
個
人
聞
の
利
害
針
立
の
揚
合
に
闘
す
る
。

ヒ
ッ
タ
ス
の
解
躍
は
個
人
聞
の
利
盆
が
い
は
w
L

平
行
す

る
(
匂
B
E
E
F号
コ
)
揚
合
の
分
析
に
終
始
す
る
。
即
ち
利
害
調
和
白
面
白
分
析
で
あ
り
、
杭
合
的
友
利
符
調
和
の
表
象
に
基
礎
を
置

く
も
の
と
い
へ
ょ
う
叫
厚
生
経
済
壊
が
買
に
貧
践
性
を
遁
求
せ
ん
と
す
れ
ば
残
さ
れ
た
問
題
は
針
立
す
る
階
級
利
害
の
究
明
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

第
三
の
劫
に
就
き
ピ
グ
ウ
ほ
経
神
的
厚
生

E
大
路
貨
幣
と
い
ム
測
定
尺
度
に
闘
聯
し
て
質
ら
さ
る
i
h

厚
生
部
分
で
あ
る
と
し
、
そ

の
基
礎
を
図
民
分
配
分
乃
至
岡
民
所
得
忙
求
め
た
。
経
済
的
厚
生
の
某
一
礎
を
閲
民
所
得
に
求
む
る
貼
は
一
照
認
む
る
と
し
て
、
問
題

は
貨
幣
的
評
俄
が
果
し
て
閥
民
所
得
を
完
全
に
反
映
す
る
か
に
闘
す
る
。
即
ち
岡
氏
所
得
は
「
貨
幣
的
た
も
の
」
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ

子 RoLbins，“ InterpersonalcomparisoIls of ut山町"， E. J 'J Dec. 1938.， p 
035 
Kobbins， op. cit.， p. 641・ 37) Robbins， op. ciL， p. 641 
N. KaldoT，“ Welfare propositions of economics "， E. J.， Sept". 1939.， P.551. 
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得
る
で
あ
ら
う
か
。

?
?
シ
ヤ
ル
、
ピ
グ
ウ
及
び
ク
ラ
ア
ク
的
友
か
L
Z
園
民
所
得
の
概
念
規
定
は
二
つ
の
困
難
を
寂
す
る
。

貨
幣
憤
値
竣
動
の
考
慮
で
あ
り
二
は
貨
幣
的
表
現
を
許
さ
ぬ
闘
民
所
得
の
問
題
で
あ
る
。
(
却
諭
ビ
グ
ウ
は
「
貨
帯
的
な
も
の
」
に
よ
っ
て
把

最
近
の
駅
態
は
所
謂
「
貨
幣
的
な
も
の
」
の
内
容
を
唆
化
せ
し
め
つ
L
あ
り
而
も
そ
の

-
宍
幣
的
在
も
の
」
を
離
れ
て
は
「
経
肉
的
な
も
の
」
の
把
援
は
不
可
能
で
は
な
い
か
。
従
っ
て
岡
氏
所
得
の
測
定
に
於
い
て
「
貨
幣
的

な
も
の
」
に
よ
る
把
握
を
何
等
か
の
形
に
於
い
て
蛸
克
せ
し
め
国
民
所
得
の
幅
員
削
聞
に
迫
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ら
う
。

摘
し
得
る
厚
生
白
hm
を
問
題
と
ナ
る
立
場
を
貫
ぐ
。
)

凡
そ
英
幽
十
日
比
一
事
減
の
侍
統
に
於
い
て
は
、
経
内
的
自
由
主
義
は
少
く
と
も
生
産
及
び
交
換
行
程
の
領
域
白
裡
に
科
事
的
に
誰
明

さ
れ
得
る
と
す
る
。

ωち
閣
民
所
得
は
限
令
そ
の
分
担
に
於
い
て
同
市
川
競
争
の
干
沙
に
よ
り
改
書
さ
れ
得
る
と
し
て
も
、
そ
れ
自
罷

は
経
品
川
自
由
の
場
合
に
於
い
て
最
大
で
あ
る
。
自
由
競
争
の
干
渉
促
針
す
る
賛
成
論
は
、
と
の
干
沙
が
所
得
の
分
配
を
笠
み
に
際
巴

て
建
更
す
る
と
い
ふ
事
情
か
ら
鴻
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
口
ェ
・
ヱ
ス
ミ
ル
の
根
本
思
想
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
で
は
そ
の
干

渉
は
一
一
際
問
題
の
外
に
あ
っ
た
。

い
は
ピ
珂
論
経
消
接
的
思
与
と
国
民
経
済
準
的
思
考
と
は
統
一
的
白
山
の
原
則
の
下
陀
調
和
融
合

し
た
。
そ
の
「
諸
国
民
の
宮
」
の
概
念
は
、

一
方
経
済
の
現
質
的
欣
態
の
理
解
の
千
段
で
あ
り
、
同
時
に
他
方
経
済
の
賃
践
的
目
的
を

示
す
根
嫁
た
り
得
た
の
で
あ
る
包
従
つ
で
ス
ミ
ス
に
於
い
て
は
図
民
経
済
の
壊
の
玖
論
的
立
場
と
政
策
的
立
揚
と
は
原
理
上
分
離
し

て
ゐ
な
い
。

と
の
分
離
は
リ
カ
ア
ド
に
よ
っ
て
一
腹
処
さ
れ
、
新
古
典
準
派
に
至
っ
て
幾
多
の
切
保
的
保
件
が
附
せ
ら
れ
た
と
は
い

で
こ
れ
ら
一
群
の
頭
脳
の
背
後
に
在
る
の
は
、
社
ム
町
引
の
全
慨
を
草
に
個
人
の
集
合
と
解
し
個
人
の
経
済
的
自
由
活
動
が
粧
品
間
金
短

の
生
庵
力
主
最
占
へ
化
す
る
と
い
ふ
思
想
で
あ
る
。
而
も
国
民
所
得
は
間
半
に
諸
生
産
物
の
数
量
的
、
債
倒
的
線
計
と
考
へ
ら
れ
、
進
み

て
個
人
の
殻
別
を
枇
曾
的
に
合
計
し
得
る
と
す
る

3

功
利
主
義
心
道
徳
哲
曜
の
上
で
考
へ
る
限
り
、
祉
曾
的
奴
用
延
い
て
枇
合
的
厚

生
の
概
念
は
快
・
不
快
の
計
算
の
考
へ
方
を
基
礎
と
し
て
導
昔
出
さ
れ
る
。
生
産
物
の
数
量
的
、
債
額
的
純
計
と
い
ひ
、
個
人
の
奴

厚
生
絞
桝
阜
の
某
礎
問
題

第
五
十
八
巻

三五

六

第
四
臨

戸、

は

L. G. Melville，“Economic welfare"， -E目 J.，Sept. 1939.， pp. 552-%3 
山田教授前掲論文80頁参照。 41) 1五cks.op. cit.， pp. 698-吋699・
E王icks.op. cit.， pp. 700-XOl. 

Cf. Haberler， Theory of interna.tional trade， 1936.， p. 176 

39) 
40) 
42) 

43) 



厚
生
同
消
吊
の
某
嘩
問
題

情
五
十
八
岱

主
六

協
同
挽

戸、
四

用
の
仕
合
的
合
品
と
い
ひ
、
生
直
物
問
、
個
人
聞
の
差
別
を
無
腕
し
総
で
を
平
等
と
し
て
見
る
の
で
あ
る
。

四

そ
の
「
厚
生
終
消
準
要
摘
」

?
?
z
Z
E宮
崎
吉
〈
己
主
君
主
込
自
主
宰
『
m
h
R
)

に
於
い
て
ア
モ
ン
の
設
問
し
た
と
こ
ろ
は
、
寅
践
的
注
目

的
細
則

(
y
p
r
Z
2
7
3
N
d
z
n
r
z
n
Eの
E
4
5
5
か
ら
成
立
す
る
閥
民
厚
生
経
仲
間
半
の
往
設
に
あ
っ
た
。
リ
ヴ
ケ
ル
}
日
メ
ン
ガ
ア
的
方

国
民
厚
生
(
〈
O
]
f
i
r
-
Eコ
E
の
駅
周
乃
至
保
件
の
絞
述
と
厚
生
改
善
山
手
段
乃
至

ラ
イ
ネ

7
h
T
ル
掴
夕
、
ヴ
島
宇
中
ル
シ
ユ
タ
ン

可
能
性
の
級
品
』
と
は
分
推
せ
ら
れ
、
純
粋
科
皐
た
る
祁
分
と
耐
崎
山
科
皐
た
る
部
分
と
に
同
別
せ
ら
れ
る
。
前
者
は
純
粋
岡
民
厚
生
経

だ

l
u
t

レ

ア

ン

伊

V
-
r
y
r
一
P
L
T
4
グ
?
プ

P
タ
P
イ
ツ
シ
て
ヲ
寸
ル
タ
え
mrLF
す
ル
シ
エ
タ
ン
ズ
v

t

レ

フ

オ

ル

ク

ス

ヴ

イ

ル

ト

刈
門
事
で
後
庁
は
路
用
乃
Z
4
貸
践
的
閣
民
厚
生
経
杯
準
で
あ
り
隔
品
刊
を
包
括
し
て
同
比
厚
生
経
神
泉
と
得
す
る
。
前
存
は
士
た
岡
民
経

ン
ヤ
ア
ゾ
レ
工
レ

消
息
?
と
も
併
せ
ら
れ
、
国
民
厚
生
に
封
ず
る
合
目
的
々
意
義
の
籾
出
に
立
脚
し
て
個
々
の
現
象
の
目
的
論
的
秩
序
を
綬
述
ず
る
。
そ

市

レ

A

レ

ァ

守

ン

ア

?

7

小
川
タ
ス
ヴ
イ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ツ
ポ

'arイ
ク

れ
は
一
の
「
資
践
的
」
科
構
成
は
更
に
一
の
「
目
的
論
的
」
科
皐
で
あ
る
。
後
者
は
ま
た
国
民
経
州
政
策
事
と
も
併
せ
ら
れ
右
と
同
一
心

法
論
心
立
場
そ
唱
持
す
る
ア
モ
ン
に
在
つ
て
は
、

目
的
制
却
に
立
ち
同
氏
厚
生
に
向
け
ら
れ
た
閃
川
市
系
刊
を
叙
述
す
る
が
そ
れ
は
枇
合
的
規
胞
の
岡
県
系
刈
で
あ
る
。
厚
生
の
改
善
増

L

へ
と
い
ム
目
的
主
達
成
す
る
方
法
の
皐
は
結
局
厚
生
の
保
闘
の
墜
に
基
か
ざ
る
を
ね
ぬ
。
換
言
せ
ば
岡
民
経
怖
政
策
車
ナ
は
凶
民
経
済

州
事
に
必
く
。
か
く
て
こ
の
岡
部
分
は
同
的
論
的
視
関
心
下
に
一
の
統
一
的
会
側
印
有
国
民
原
生
終
消
阜
の
全
般
を
緋
成
f
h
o
と
れ

と
並
ぶ
他
山
間
四
得
は
所
幅
削
「
個
人
経
抑
的
」
或
は
「
流
通
経
消
的
」
枇
両
日
経
抑
組
織
忙
於
い
て
生
や
る
諸
現
象
の
特
殊
た
融
制
闘
の
問
題

で
占
心
る
。

己
れ
ら
は
交
塊
流
通
心
諸
現
後
印
ち
「
例
制
帰
」
「
崎
町
銀
」
「
利
子
」
及
び
「
地
代
」
で
あ
る
。
と
れ
ら
は
早
一
的
性
質
'
即
ち
「
↓
へ
い
さ
」

を
行
し
、
交
換
流
通
陀
現
は
る
1
A

と
れ
ら
の
す
一
相
可
一
聞
の
被
制
約
性
乃
至
依
存
性
を
認
識
す
る
と
と
が
問
題
と
在
る
。

ゐ

r
'
レ
介
イ
ヴ
シ
ザ
L
P
'
F
ナ
J

?
ト

N

Z

当
ノ
ミ
イ

ム
も
の
が
則
論
精
神
間
半
に
他
友
ら
ぬ
。

と
れ
を
取
扱

伯
関
係
等
?
と
よ
ば
れ
る
。

42 
て〉

そ
;/e 
を由通
百f < 
究 て
ず珂
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42汀品1
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あ 封
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0 と

す
る

そ
れ
は
ま
た
交
換
闘
係
或
一
は
慣

7

モ
ン
が
そ
の
著
の
第
一
部
「
富
の
形

E王icks，op. !';iL.， P・702. 45) Hicks， op. cit.， P・703
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Mm 

成
及
び
分
担
の
過
程
」
に
於
い
亡
遁
ぷ
る
所
は
疋
に
交
換
関
係
を
中
心
と
す

Z
因
果
法
則
的
左
経
済
法
則
で
ち
り
、
彼
白
中
心
問
題

た
る
岡
山
栴
決
定
即
諭
に
於
竹
る
カ
ツ
セ
ル
債
格
珂
論
の
同
教
的
説
明
L
L
限
界
殻
用
設
に

E
る
修
疋
と
は
周
知
の
己
と
に
局
す
る
で
あ

ら
う
ョさ

て
7

モ
ン
に
於
い
て
問
題
。
出
荷
担
貼
た
る
凶
民
厚
生
と
は
何
で
あ
ら
う
か
包
彼
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
経
済
財
忙
針
ず
る
岡
氏
分
肢

訂

M
T
V
ム
ト

7

胃
?
ヲ
ー
ウ
グ
ン
グ

全
棋
の
白
山
な
ろ
使
用
の
謂
ひ
で
あ
る
α

而
し
で
経
済
財
に
封
す
る
-
閲
民
の
抽
出
使
用
の
意
味
に
於
け
る
剛
氏
陣
生
の
絶
針
的
、
相

指

針
的
大
い
さ
詐
り
で
な
ノ
、
そ
の
分
盟
主
も
問
題
と
す
る
。
進
み
て
彼
は
岡
氏
厚
生
の
名
心

F
に
岡
氏
所
得
(
〈
3
=
2
5
r
2
5
3
)
を
理

解

T
5
。
己
の
同
氏
所
得
は
封
鎖
的
同
民
経
外
に
於
い
て
は
生
時
の
三
嬰
奈
の
一
桐
庄
作
別
に
全
く
依
存
し
と
れ
ら
一
二
要
素
相
互
作
用

山
成
川
市
た
る
国
民
生
産
物

(
Z
E
3
5
f『

27-E
の
大
い
さ
に
一
致
す
る
が
、
開
放
的
関
川
日
経
持
に
於
い
て
は
有
の
国
民
生
産
物
の
み

な
ら
や
他
の
同
民
経
怖
と
の
間
に
行
は
る
L
財
の
段
受
に
作
用
さ
れ
る
。
即
ち
前
の
場
合
に
は
岡
民
所
符
の
大
い
さ
は
専
ら
生
産

ι

依
存
し
後
の
場
合
に
は
生
産
と
外
国
貿
易
と
に
依
有
す
る
。
か
く
て
ア
モ
ン
の
問
題
は
(
二
図
民
生
産
物
の
大
い
さ
は
何
に
依
存
す

る
か
、
二
一
)
外
側
へ
心
財
の
流
出
及
び
外
闘
か
ら
の
財
の
流
入
の
関
係
は
何
忙
伏
在
す
る
か
、
(
三
)
そ
の
分
配
は
何
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
か
或
は
そ
の
分
配
分
の
大
い
さ
は
何
に
依
存
す
る
か
の
三
つ
と
さ
旬
。

抑
々
岡
民
経
済
政
策
の
目
的
は
図
民
厚
生
の
増
大
に
在
り
、
そ
れ
は
一
方
凶
民
生
産
物
、
制
民
所
得
の
大
い
さ
を
増
大
せ
し
む
る

こ
と
.
他
右
そ
の
均
斉
的
分
間
に
在
る
と
ア
モ

y
は
考
へ
る
。
さ
ず
一
国
民
経
持
政
策
の
一
般
的
目
標
と
し
て
屡
々
経
済
財
の
マ
キ
シ

マ
ム
打
透
A

は
が
来
げ
ら
れ
る
が
彼
は
と
れ
に
反
針
す
る
。
か

i
J
Q
マ
キ
シ
マ
ム
の
理
論
的
決
定
が
問
題
で
あ
り
、
若
し
そ
の
決
定
が

可
能
で
あ
る
と
し
て
も
そ
れ
は
何
等
賞
践
的
慣
値

P
有
ち
得
在
い
。
賀
践
的
陀
主
要
な
の
は
「
従
来
よ
り
多
〈
の
」

(
Z
Z
喜
ず

Hari

と
い
ふ
こ
と
で
理
想
的
マ
キ
シ
マ
ム
で
は
な
い
。
符
っ
て
国
民
経
済
皐
的
恩
考
に
と
り
て
は
、
た
ば
か
ミ
る
コ
ヨ
号
円

A

R

に
就
い
て
の

厚
生
相
済
問
申
の
県
礎
問
題

停
五
十
八
巻

五
六

第
四
披

F又

王

唆多き論文書冊。 50) Myr血 1，a. n. 0.， S. Ig8.邦罪2匂頁。
山国主主投L困民経済と悶民生産力守上田博士記念論文集傍2巷368頁参照。
ArrlOnD， Grundzuge， S. 27--28. 53) Amonn， a. a. 0ー.S. 30-]1 
Amonn， a. a. 0.， S. 32. 55) Amonn， 3. a. 0.， S. 33. 
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同
中

t
間
神
山
市
引
の
某
礎
問
題

帝
王
十
八
番

第
四
銃

八
六

五
六
四

明
確
た
概
念
を
形
成
す
る
こ
と
が
甫
嬰
で
あ
る
。
そ
の
際
直
接
或
は
間
接
左
種
々
の
制
限
識
(
同
『
宮
町
諸
国
)
に
頼
ら
ね
ば
た
ら
ね
。
貨
幣

四
手
位
の
同
定
的
慣
値
を
捕
捉
す
れ
ば
、
貨
幣
所
得
心
地
岬
討
の
大
い
さ
叉
は
そ
の
礎
化
は
凶
民
所
得
の
ム
へ
い
さ
又
は
そ
の
唆
化
に
到
す

る
尺
度
と
し
て
役
立
ち
、
国
民
生
産
物
の
交
換
岡
田
値
叉
は
そ
白
建
化
は
閣
民
生
産
物
の
犬
い
さ
文
は
そ
の
理
化
に
謝
す
る
尺
度
と
し

て
役
立
つ
。
更
に
分
担
が
不
均
等
の
明
大
と
い
ふ
方
向
に
鑓
化
せ
ぬ
隈
り
、
そ
の
大
い
さ
は
園
民
厚
生
白
↓
へ
い
さ
文
は
そ
の
餐
化
に

封
ず
る
尺
度
と
見
倣
さ
れ
る
。
貨
幣
慣
値
が
建
化
ず
る
場
合
に
は
己
れ
に
隠
十
る
そ
の
大
い
さ
の
還
元
が
行
は
れ
ね
ぽ
友

ι血
。
そ

の
他
の
標
識
と
し
て
重
要
な
の
は
技
術
的
進
歩
及
び
日
府
度
で
あ
る
。
前
者
は
生
直
力
増
大
の
方
向
に
於
け
る
個
々
の
成
奥
陀
就
い

て
容
易
に
読
み
取
ら
れ
九
。
然
し
生
産
過
程
に
於
け
る
技
術
的
進
歩
、
所
謂
「
合
瑚
化
」
は
厄
府
皮
を
減
山
ザ
せ
し
め
る
。
従
っ
て
こ
の

惚

標
識
は
そ
れ
白
鰐
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
あ
り
本
ろ
照
時
川
度
と
い
ふ
標
識
が
葉
要
性
を
有
つ
。
か
〈
て
一
国
々
民
所
得
の
犬
い

さ
は
、
自
巾
に
使
用
し
得
ろ
生
産
手
段
。
量
と
質
敢
に
そ
の
結
合
の
時
間
類
と
方
法
と
陀
1

左
右
さ
る
、
の
み
な
ら
や
そ
の
居
府
度
と
利

用
度
の
制
約
も
予
つ
け
る
う
而
も
闘
民
生
理
物
及
び
同
民
所
得
の
大
い
さ
又
は
そ
の
唆
化
K
針
す
る
同
定
的
標
識
を
鷲
見
、
設
定
す
る

と
と
に
よ
っ
て
圏
民
経
済
政
策
の
一
般
的
目
樵
決
定
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
の
で
は
た
い
。
闘
民
生
荷
物
、
同
氏
所
得
は
厚
生
忙
封

し
て
異
る
意
味
を
有
す
る
三
穫
の
経
済
財
を
包
含
す
る
。
即
ち
直
接
消
費
に
向
け
ら
る
ミ
財
と
、
生
産
千
段
邸
ち
将
来
の
消
費
に
向

け
ら
る

L
M
と
で
あ
る
岬
か
〈
て
閣
民
生
産
物
及
び
閣
民
所
得
と
い
ふ
二
要
素
聞
の
如
何
な
る
閥
係
に
於
い
て
永
績
的
厚
生
と
し
て

。
最
大
の
全
鴨
厚
生

3
Z
E
E
-
F
Z
E
)
が
賀
ら

3
?か
の
問
題
が
生
、

Zo
己
の
問
題
に
就
き
従
来
ひ
と
び
と
は
自
由
意
士
、
同

師
約
及
び
白
山
的
資
本
形
成
に
よ
っ
て
解
決
芹
れ
る
と
し
た
が
、
最
近
で
は
経
験
と
珂
論
的
巧
察
と
に
よ
り
、
節
約
及
び
資
本
形
成

又
は
投
資
を
規
制
し
て
そ
の
全
鳴
の
厚
生
花
封
ず
る
則
係
を
水
筒
的
に
最
も
有
放
た
ら
し
め
る
様
に
園
民
経
済
政
策
の
目
標
と
課
題

と
を
形
成
せ
ね
ば
な
百
ぬ
と
い
ふ
結
論
に
近
づ
い
て
ゐ
ろ
。

か
〈
て
厚
生
増
犬
の
経
済
政
策
的
問
団
又
は
目
標
の
具
特
化
に
閥
聯
ず

Q
d
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Z
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弔
問
団
は
、
か
L
る
目
様
、
と
他
心
政
治
的
自
襟
乃
至
目
的
。
設
定
と
O
並
外
に
閥
ず
る
問
題
と
な
る
。
即
ち
岡
氏
厚
生
の
増
大
は
就

中
薗
家
の
生
存
心
確
保
、
自
存
、
濁
立
並
に
事
情
に
依
り
で
は
園
案
の
組
織
及
び
枇
合
的
構
造
の
問
題
と
並
♂
て
、
岡
家
が
這
求
し

得
ま
た
逗
求
ず
べ
き
目
標
で
あ
る

3

か
く
し
て
厚
生
増
大
の
円
槙
が
畑
何
怠
る
程
度
ま
で
か
ミ
る
高
夫
り
目
標
の
達
成
主
妨
害
す
る

己
と
な
〈
追
求
せ
ら
れ
得
る
か
、
事
情
に
よ
り
如
何
怒
る
程
度
ま
で
他
の
政
治
的
日
概
設
定
を
犠
牲
に
し
て
追
求
せ
ら
る
べ
き
か
の

問
題
が
生
や
る
。
然
し
こ
の
問
題
は
客
観
的
に
而
も
科
壊
に
上
っ
て
答
へ
得
ペ
き
問
題
で
は
な
〈
窓
意
的
判
断
及
♂
自
由
友
る
意
志

ポ
リ
予
イ
ゾ
シ
ヱ
ツ
一
ア
マ

M

刷

一
般
的
意
義
に
於
け
る
政
治
的
問
題
で
あ
る
。

決
定
の
問
溜
で
あ
り

五

か
く
て
岡
民
一
厚
生
の
い
は
ピ
具
恒
的
措
棋
聖
岡
尽
所
得
に
求
め
そ
の
生
産
及
び
分
配
の
南
西
の
分
析
に
進
む
却
、
ピ
グ
ゥ
，
c
ア
モ

ン
と
は
正
に
そ
の
軌
を
一
に
す
る
。
ピ
グ
ウ
は
厚
生
の
最
大

E
目
指
し
て
図
民
分
配
分
の
大
い
さ
、
均
等
及
び
安
定
の
三
命
題
を
樹

立
し
経
済
的
厚
生
の
問
題
の
解
決
を
金
閣
す
呂
。
ア
モ

y
は
閣
民
厚
生
の
増
大
を
目
指
し
岡
氏
所
得
の
大
い
さ
の
増
大
と
均
費
的
分

担
と
白
問
題
を
貨
幣
所
得
の
犬
小
、
受
化
、
技
術
的
進
辛
及
び
屈
府
度
を
指
標
と
し
て
考
察
し
、
市
約
及
び
資
本
形
成
又
は
投
資
の

関
係
を
規
制
し
て
永
続
的
厚
生
と
し
て
の
全
開
厚
生
の
最
大
と
い
ム
問
題
の
解
決
に
迫
ら
ん
と
す
る
。
こ
の
努
力
に
附
随
し
て
ピ
グ

ウ
に
在
り
て
は
そ
の
]
方
法
」
の
中
に
主
要
左
右
困
難
が
滑
む
。
ア
号

y
に
在
り
で
は
ア
ン
グ
ロ
サ
タ
ソ

y
的
事
究
の
第
一
の
黙
の
困

弛
は
免
る
i
h

も
、
第
二
、
第
三
の
貼
の
困
難
は
複
合
し
て
ピ
グ
ウ
忙
於
げ
る
と
同
様
左
結
節
を
含
む
と
忠
は
れ
る
。
そ
れ
は
7
4
f
y

の
固
民
厚
生
経
済
翠
が
テ
レ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
忙
方
向
づ
け
ら
れ
た
因
果
系
列
の
分
析
に
於
い
て
、
そ
の
分
析
の
み
を
行
ひ
政
策
的
立

場
上
り
す
る
右
の
因
果
系
列
~
か
や
舟
か
凡
T
和
を
行
は
た
か
っ
た
貼
、
延
い
て
、
そ
の
厚
生
経
済
壊
に
於
け
る
厚
生
白
概
念
が
英
図

也
事

経
済
事
に
於
け
る
「
翫
〕
と
い
ふ
概
念
の
有
す
る
意
義
以
上
に
出
友
か
っ
た
貼
に
求
め
ら
れ
る
と
思
ム
。

厚
生
担
務
畢
の
基
礎
問
題

第
五
十
八
巻

五
六
五

j¥ 

七

第
四
鼠
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厚
生
揖
時
間
明
。
某
礎
問
題

帝
王
十
八
巻

五
六
六

傍
四
扱

F又

丹、

*
棺
済
同
培
そ
特
質
的
日
停
止
の
原
同

m
畢
と
す
る
傾
向
は
、
キ
ヤ
T

Y

、
マ
ア
シ
ヤ
ル
、
ク
ラ
ア
ク
に
は
も
と
よ
り
ハ
レ
ト
、
ウ
イ
ク
セ
ル
に
も
認
め
ら

れ
る
。
と
叩
意
味
に
於
い
て
ア
モ
ン
白
厚
生
料
消
串
は
そ
の
方
法
論
的
部
分
を
陪
け
ば
晦
ひ
て
こ
れ
を
叫
生
組
前
離
と
稀
す
る
に
は
及
ば
ぬ
で
る
ら

-つ
e

附

随

さ
て
ア
モ
ン
白
方
法
論
的
立
場
は
そ
の
所
謂
「
厚
生
維
持
率
の
建
設
者
し
た
る
ス
ミ
ス
と
「
現
論
経
仲
間
宇
の
建
設
者
」
た
る
リ
カ
ア
ド

の
批
判
か
ら
出
没
し
て
ゐ
る
a

即
ち
図
民
経
神
接
的
考
察

(
4
0
F
E
ュ2
7
P
E
Z
E
E喜
E
)
は
ス
ミ
ス
的
で
あ
り
現
論
経
済
撃
的
考

同信

(
E
Zコロヨ一
T
3
2
2
2
7
2
巴

Z
Zロ
)
は
リ
カ
ア
ド
的
で
あ
る
。
ア
モ
ン
が
岡
民
経
怖
に
闘
す
る
曜
の
現
論
的
立
場
と
政
策
的
立
揚
と

を
脱
却
上
明
確
に
同
分
し
た
立
，
訟
は
定
八
刀
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
而
も
彼
が
寅
践
的
注
目
的
税
制
か
ら
成
立
す
る
い
は
ピ
政
策
闘
争

と
し
て
の
凶
民
厚
生
経
神
間
中
の
結
設
を
金
問
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
既
漣
の
如
き
テ
レ
オ
ロ
ギ
ツ
シ
ュ
に
方
向
づ
行
ら
れ
た
悶
旧
市
来

河
内
分
析
に
怠
る
の
で
あ
つ
で
、
園
川
山
知
町
怖
の
目
的
地
川
的
考
察
延
い
て
同
家
の
政
策
規
範
の
問
題
に
解
決
を
求
め
た
の
で
は
な
い
。

凡
そ
政
策
壌
の
特
性
は
命
令
乃
至
一
規
範
左
中
心
と
し
目
的
又
は
侭
似
の
原
理
忙
よ
り
統
一
さ
れ
、

一
定
の
手
続
に
よ
っ

τ
己
白
目
的

忙
向
は
し
む
る
方
策
の
酬
明
で
あ
る
鮎
に
在
弘
、
そ
の
閃
川
市
川
聞
係
は
時
間
的
に
後
に
到
建
す
べ
き
も
の
を
先
に
設
定
す
る
逆
行
的
な
も

白
で
あ
り
而
も
目
的
の
設
定
に
就
い
て
は
一
定
の
附
界
槻
左
前
提
と
す
る
。
尤
も
そ
の
刊
界
概
に
就
い
て
は
主
要
な
る
少
数
の
定
型

凶

が
認
め
ら
る
!
誌
に
せ
よ
、
そ
の
一
般
的
普
温
安
位
性
を
許
容
す
る
と
と
は
出
来
ぬ
。
従
っ
て
ウ
エ
エ
ハ

T
的
に
一
定
の
目
的

E
設
定

し
て
そ
の
貨
現
の
た
め
の
技
術
的
知
識
の
組
織
そ
作
り
ヒ
げ
ろ
方
向
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
は
技
術
的
に
最
も
正
し
い
も
の
と

し
て
の
慣
仙
判
断
が
行
は
れ
、
そ
の
限
り
に
於
い
で
旭
日
沼
受
営
住
を
有
つ
も
の
と
ケ
ロ
へ
ょ
う
c

(
政
策
構
円

ε
-
S
F
E
E
-
2
n
E
z
r
i

白

川
川
し
そ
こ
陀
於
い
て
目
的
そ
の
も
の
い
は

v
悶
宗
の
政
策
規
範
の
問
題
は
あ
く
ま
で
経
験
科
弔
の
領
域
外
に
在
る
。
か
く
て
経
験
科

目

ザ

ピ

ル

グ

阜
の
立
場
主
守
り
枇
曾
を
一
の
生
命
と
概
じ
人
間
共
同
生
日
を
存
在
と
見
て
所
謂
梢
成
般
の
最
善
可
能
な
る
形
成
延
い
て
生
前
重
力

ザ
イ
ン
リ
ヒ
ヂ
イ
イ
伊

の
同
日
進
と
い
ム

m
M目
掠
よ
り
し
て
「
も
点
的
正
し
さ
」
に
開
ず
る
什
点
論
的
慣
他
判
断
の
立
場
よ
り
政
策
撃
の
樹
立
を
試
み
ん
と
す

Amonn， Grundz.uge， S. 7.; Derselbe， Objekt und Grundbeg:riffe der theo-
reti::cchen Nationalokonomie， S. 32 山口忠夫氏邦語57買。
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'q
金
こ
も
、
生
命
の
設
展
白
根
に
最
高
の
償
値
を
認
む
ろ
貼
に
論
理
的
飛
躍
を
放
へ
て
し
、
謂
ム
所
の
存
在
論
的
債
値
判
断
の
背
後

に
洞
断
的
前
提
の
潜
在
ず
る
事
資
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
凡
そ
政
策
は
現
貨
を
と
ら
へ
れ
ば
珂
論
を
無
糾
し
て
も
上
い
の
で
は
な

い
。
正
し
き
政
策
は
珂
論
の
現
資
化
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
が
資
践
的
た
経
済
問
辛
を
合
同
す
る
な
ら
ば
岡
家
が
岡
氏
経
済
に
作
用
す

弔
「
場
」
の
分
析
を
逸
し
て
は
た
ち
由
。
寧
ろ
買
に
「
川
四
民
経
持
率
的
考
察
」
は
そ
こ
に
向
け
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
閣
家
の
政
策
と
閤
民

所
得
白
生
庵
及
び
分
配
と
の
相
互
一
制
約
閲
係
が
注
目
せ
ら
れ
ね
ば
左
ら
由
。
而
し
て
又
、
メ
ン
ガ
ア
的
に
財
政
撃
を
資
践
的
科
壊
と

解
す
る
と
き
、
乙

L
に
分
析
の
場
主
見
出
す
こ
と
に
上
っ
て
財
政
翠
は
民
に
賞
践
性
主
獲
得
す
る
O
で
は
た
い
か
。

財
政
が
屡
々
姐
制
共
同
経
済
或
は
担
制
獲
得
経
怖
と
定
義
さ
れ
る
の
は
、

Z

L
に
他
よ
り
も
阿
国
〈
政
治
力
が
作
用
す
る
か
ら
で
あ

い
は
ピ
「
岡
家
性
」
と
も
稿
し
得
ら
れ
よ
う
。
か
く
て
国
家
論
的
た
表
象
が
財

政
直
下
に
入
り
込
み
そ
の
進
路
は
カ
メ
ラ
す
ズ
ム
以
来
の
侍
統
に
結
び
つ
い
た
の
で
あ
み
U

然
し
第
一
弐
大
戟
後
図
家
及
び
財
政
の
経

η
 

高
川
生
前
に
於
け
る
地
位
の
時
党
化
は
、
正
陀
「
技
術
論
上
り
科
皐
へ
」

(ER
宮
2
0
『
同

Z
E
F
2
2
2
2司
君
Z
耳
目

ωnzm)
の
要
請
を
生
ん

だ
。
ヱ
ヒ
ト
は

5
5
3
N
P
R
r
z
の
論
文
に
於
い
て
財
政
皐
が
底
方
実
作
成
(
問
。
日
1
3
2
-
5
3
)
か
ち
科
接
的
財
政
々
策

(
2
2
5岳
m
p
'

r
z
=
Z
E
N
-
-
Z
T
)
に
移
り
つ
h

あ
り
、
科
皐
的
財
政
b

策
は
た
刊
、
目
的
論
的
傾
値
判
断
に
の
み
限
定
さ
れ
る
と
い
ふ
。
た
ピ
伎
の

る
。
亡
の
政
治
力
は
近
代
同
家
に
就
い
て
見
九
限
り
、

所
沼
目
的
論
的
問
値
判
断
は
多
分
に
ゴ
ツ

T
h
N
的
の
も
の
で
あ
り
、
こ
り
論
丈
に
於
い
て
は
詳
に
し
符
ね
け
れ
ど
も
、
我
々
は
エ
ヒ

ト
と
共
に
「
財
政
畑
山
引
一
酬
と
財
政
々
策
と
費
読
的
研
究
と
が
協
力
す
れ
ば
す
る
程
、
そ
の
名
に
ふ
さ
は
し
き
科
事
的
財
政
先
債
の
可
能

と
な
る
と
き
が
近
附
〈
」
と
言
ひ
得
る
。

孜
々
が
さ
き
に
厚
生
経
済
且
a

の
二
形
態
を
吟
味
し
た
の
は
モ
の
費
践
牲
に
就
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
数
々
の
銃
利
た
る
理
論

的
分
析
と
多
様
在
五
経
験
的
知
識
及
ぴ
幽
嵐
官
た
る
賓
践
的
生
抗
措
騒
と
主
汲
み
と
り
得
た
。
然
し
ピ
グ
ウ
に
於
け
る
幼
利
主
義
的
調

厚
生
誕
梢
串
の
某
礎
問
題

東
大
七

第
四
競

第
五
十
尺
巻

ハ、
九

Amonn
J 
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厚
生
担
満
田
明
。
某
礎
問
題

策
五
十
凡
容

五
六
八

第
四
挽

和
帽
畑
、
修
正
さ
れ
た
ペ

V

グ
ム
的
法
則
は
ア
モ
ン
に
於
い
て
も
完
全
に
は
克
服
さ
れ
左
か
っ
た
。
然
し
ア
モ

y

は

賓
践
的
た
経
作
曲
学
の
方
法
口
有
力
な
る
一
形
態
E
示
唆
し
て
ゐ
る
。
ア
モ
ン
の
一
厚
生
経
済
躍
は
所
謂
政
策
皐
の
範

時
に
局
せ
し
め
ら
る
べ
き
も
の
で
現
古
川
経
伴
皐
と
相
並
ぶ
。
彼
は
宋
だ
且
一
慢
的
た
闘
民
厚
生
経
済
壊
。
展
珂
を
行

つ
て
は
ゐ
な
い
。
そ
の
主
著
の
大
部
分
を
占
む
る
も
の
は
債
格
決
定
。
純
粋
理
論
で
あ
る
。
印
ち
か
の
目
的
論
的

陀
方
向
付
け
ら
れ
た
悶
果
系
外
の
分
析
は
、
純
理
論
的
分
析
の
援
用
に
よ
っ
て
の
み
解
決
さ
れ
る
と
考
へ
る
。
換

言
せ
ぽ
ア
号
ン
に
於
い
て
は
メ
ン
ガ
ア
的
方
法
論
の

F
に
立
ち
つ
t
h

而
も
経
桝
理
論
と
経
済
政
策
と
は
経
済
理
論

の
分
析
の
煤
介
に
よ
っ
て
統
一
せ
ら
れ
る
と
も
一
百
へ
よ
ろ
。
財
政
事
に
於
け
る
理
論
と
政
策
と
質
詮
的
研
究
と
白

協
力
は
行
は
れ
や
擬
制
的
芯
原
則
論
に
集
中
し
過
ぎ
た
過
去
で
あ
っ
た
。
然
ら
ば
か
も
注
る
協
力
は
如
何
な
る
形
に

於
い
て
行
は
れ
る
か
。
ア
モ
ン
の
試
み
、
ミ
ュ
ル
ダ
ア
ん
の
師
詳
論

2
5《

-ZNZZO)
及
び
オ
イ
ケ
ン
の
新
し
き
着

想
は
己
の
問
題
の
解
決

E
一
歩
進
め
る
も
の
で
あ
ち
ろ
。

昭
和
十
八
勾
十
二
月
一
i

日
)
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